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冬どりタマネギ後作の中晩生タマネギにおけるマルチ被覆による収量確保 

［要約］タマネギ中晩生品種の栽培において、無マルチ栽培では定植時期が遅くなるほど減収となるが、

黒マルチを被覆することで1月下旬までの定植であれば12月下旬定植の無マルチ栽培と同等の収量を確保

できる。 
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[背景・ねらい] 

上場地域のタマネギ栽培において規模拡大が進む中、タマネギを基幹とした冬どりタマネギ栽培等、

前後作を効率的に組み合わせた作付体系の確立が必要である。しかし、冬どりタマネギを組み合わせ

る体系では、冬どりタマネギの収穫作業が遅れる場合、中晩生タマネギの定植作業が遅くなり収量が

低下することが心配される。そこで、中晩生タマネギを 12 月下旬から 1 月下旬までに定植した場合の

収量の違いをみるとともにマルチ被覆が収量に及ぼす影響を明らかにする。 

 

 

[成果の内容・特徴] 

1. 中晩生タマネギは慣行の 12 月下旬定植・無マルチ栽培よりも定植時期が 1 月上旬、下旬と遅くな

るほど球肥大期である 4 月下旬の草丈、葉数が抑制される傾向がみられる。一方、マルチを被覆す

ることで、定植時期が遅くなっても生育抑制の程度が小さくなる（図 1,図 2）。 

 

2. 無マルチ栽培時の収量は定植時期が遅くなるほど低下する。一方、マルチを被覆することで、定植

が 1 月下旬と遅くなる場合も慣行と同程度の収量が確保される。無マルチ栽培に比べ、マルチ被覆

することで 1 割以上増収する傾向である（表 1）。 

 

3. 無マルチ栽培時の商品 1 球重は慣行よりも定植時期が遅くなるほど小さくなる。一方マルチ栽培で

は定植時期が遅い場合でも慣行と同程度の収量が確保される（表 1）。 

 

 

[成果の活用面・留意点]  

1. 定植時期が遅くなる場合、育苗中に肥切れして葉色が薄くならないよう、適宜追肥を行う。 

 

2. 収量増を図るためには厳寒期の 1 月下旬よりも 1 月上旬に定植することが望ましい。  

 

3. 中晩生品種については‘ターザン’を用いた試験結果である。 

 

4. 10a あたりの必要経費はマルチ区で肥料 17,101 円、黒マルチ 6,507 円、無マルチ区で肥料 1,918 円であ

る。 
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